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1 ．はじめに―極私的年表（筆者の日記からの抜書きによる 
ヴァレスカ・ゲルトの映画作品との出会いの記録）
 1）
①1973年 6 月22日（金）『魂のジュリエッタ』（Giulietta Degli Spiriti）（イタリ
ア・フランス・西ドイツ映画）（監督フェデリコ・フェリーニ）（高田馬場パール
座・同時上映『野いちご』）（1965）（1966）
 2）
「途中から何が何やらわからないのはまだしも，眠くなってしまった。
立ってみようかどうしようかと迷うことで眠りがさめる，というぐあ
い，とてもみたってもんじゃない。」
20世紀を生きたユダヤ系ドイツ人芸人
ヴァレスカ・ゲルトの生涯
Das Leben der jüdischen deutschen Künstlerin Valeska Gert, 
die im 20. Jahrhundert gelebt hat
飯　塚　公　夫
要　　　旨
1920年代ドイツでグロテスクダンサーとしてセンセーションを巻き起こした
ヴァレスカ・ゲルトは生涯で 4冊の自伝を出版している。そこから見て取れる
のは，一人のユダヤ人女性が，身分・職業・年齢・人種・性別・教養等々人間
を区別するあらゆる価値基準から全く自由に，華麗かつ過激に生き抜いていく
姿である。彼女の生涯をまとめてみた。
キーワード
ヴァレスカ・ゲルト，亡命ユダヤ人，グロテスクダンス，キャバレー，ベルリン
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②1979年 9 月22日（土）『三文オペラ』（Die Dreigroschenoper）（ドイツ映画）
（監督G.W.パープスト）（国立フィルムセンター）
 3）
（1931）（1932）
「立ち見―でも疲れた。G.W. パープストはフェード・イン，フェー
ド・アウトで思い入れも何もなく，盛り上がりも何もなしに，ハリウッ
ド的なカメラショットで，たんたんととっていくので，おもしろくもな
んともない。セリフが少ないのはいいのだが，画面が全然生きていない。
カマーシュピールだ。それにせりふがなけりゃ何をしているかわからな
いという部分があって，だいいち冒頭のシーンがまずわからない，ブレ
ヒトうんぬん，それからそこで歌った者が狂言回しで出てくる趣向も何
が何だかわからない。」
③1980年 2 月13日（水）『女優ナナ』（Nana）（フランス映画）（監督ジャン・ル
ノアール）（国立フィルムセンター）
 4）
（1926）（1927）
④1981年 4 月 4 日（土）『とどめの一発』（Der Fangschuss）（フランス・西ド
イツ映画）（監督フォルカー・シュレーンドルフ）（ドイツ文化会館）
 5）
（1976）
（未公開）
「ラストシーンのワンショットのさつえいには目をみはった。パルチザ
ンがひとりずつ停車場のかげで頭をぶちぬかれ，最後に主人公の番にな
る。車両から出てくるとつかつかと元の召使いが近づいてきて彼女とこ
とばを交わすと，男のところへ行く。「あんたに射ってもらいたい」と
いっている。男はひるむがつかつか歩みよっていく。ここからだ。立っ
た彼女の横からいとも無ぞうさにパーンとうつ。彼女はぐらぐらと倒れ
る。男はそれをふり向きもせずに，そのまま列車の前にきて，兵士たち
と記念さつえいをして車両にのりこむ。ここでカメラはおもしろい動き
をするのだが，それはほとんどもとの位置から一周してさらに前方へ動
くというような動きで，思い入れをふっ切ろうとするかのように，冷た
んであることに意識的なのだ。これは丁度『テルレスの青春』の冒頭と
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ラストが単に起承転結のけじめにすぎなかったのとはかく段の進歩。男
は女の兄と同性愛の関係にあったということが，リガでのことなのかと
思っていたら，パンフには娼婦と関係したことになっていて，それなら
大したこともないのにと思って，ここはやはり同性愛の方がおもしろい
し，絶対にあの二人はそういう風に描かれていた。きみょうきてれつで
おもしろかった。」
⑤1983年 1 月27日（木）『人生かくの如し』（So ist das Leben）（ドイツ映画）
（監督カール・ユングハンス）（ドイツ文化会館）
 6）
（1929）（未公開）
「カール・ユングハンスという監督はなかなかのしろものであった。終
わりの葬儀→自動ピアノ→酒場→街角を歩く黒衣の一行。このシーンの
緊張感の持続は大したものだし，また誕生日と酒場のダンスのカット
バックはみごとだ。死をこれほど大事にあつかった無声映画もめずらし
い。光と影のプラハの町の陰影が作品に素晴らしい効果を与えている。
ベルリンの労働者ばかり見ていると，このプラハの労働者の生活はむし
ろ優雅にすらみえてくる。家だって広そうだし，壁紙もきれいだし，調
度品もちゃんとそろっていて，置き場所もある。もっとも三人とも働
いているのだから―とはいうもののとなりのクリーニング屋（？
ママ
）も
蓄音器があって，ベルリンのようなみじめっぽさはない。プラハはあ
の『すばらしい映画野郎』にもあったように貧しいものが貧しく生活し
ていないような奇妙な印象をうけた。はじめの方はあまりおもしろくな
かった。女房のしんきくさい顔が三益愛子的でいやだったが，先ず冒頭
の給料の支払いエピソードはちっともわからないシーンである。何をと
いうことではなくただもう猜疑の心だけが顔にあらわれている支払い女
が窓口にいて紙を渡す。女房たちがそれをうけとっていく。最後に二人
になる。電話を受けてからはじめて支払う。一方亭主らは事務所の時計
を進めてひけ時を早める。そして娘はいやらしい客をはねのけて，一日
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の仕事がすむとボーイフレンドが待っている。学生は酒場の女のところ
へ行き，女房だけは家で洗濯の仕事（だったか？―はじめの方はあいまい
になっている―カットがおおいから）で，日曜，洗濯物を草原にほすシー
ンがかわっていた。雲行きが悪くなってくる。これが翌日の三者三様の
不幸の予兆というわけだが，これはあまり生きていない。そもそもサウ
ンドは必要なかった。耳にうるさかった。で『さらば愛しき大地』みた
いな砂利つみと丁度あの上司を殴るシーンのような，しかしこちらは上
司に砂利をトラックごしにかぶせるわけで，それで首。娘も客の前で意
識を失いかける（はて，これは原因はなんだったか？）。そのあとか，誕生
のシーンは。ここらあたりからおもしろくなってくるのだ。このあと，
酒びんをめぐって一もんちゃくあって，お湯をこぼすわけだが，せりふ
がいっさいないから，ここまでのことは話が必ずしもすっきりしていな
いのだ。このあとの秀逸なシーン。女房が死の床にあって亭主が一人で
みとる。娘は仮眠をとっている。亭主はタオルをひたいにのせる。その
ときすでに妻が死んだことを知って，一瞬娘を呼ぼうとする。しかし彼
はそのまままたすわる。これは，葬儀へ，つまり別れへ，それもまた一
種のはれの状態へうつる時をのばし，日常を少しでものばそうとする彼
の盲目的行動とみてとれる。つまり大芝居はいっさいないのだ。そのあ
と葬儀を見つめ涙する隣人たちをうつすが，しかしここでの主役はお棺
がのぞみみている天なのだ。そして長々とこのシーンがある。その前に
情婦のところにいる亭主に隣人が事故を伝えたとき，その情婦（不美人
の見本といっていい）はなげく。これもまた罪悪感ももちろんあるにして
も突然侵入した死そのものへの畏怖だ。そして続いていきなり自動ピア
ノなのだからこれはもうユングハンスの死生観・人生観は明らかだ。葬
送行進曲は黒衣の彼ら全てへのはなむけである。光と影のプラハの歩道
を一行は家路につく。プラハの街並はたっぷりカメラにおさめられてい
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る。橋を一人歩く女房。時をつげる骸骨。街並。いっせいに煙の出る街
並。ド
マ マ
ナウの川辺。裏庭に通じるまっくらやみの通路。ウィーンとは一
味も二味も違う。」
⑥1984年 4 月27日（金）『日曜日の人々』（Menschen am Sonntag）（ドイツ映
画）（監督ローベルト・ジオドマーク／エトガル・Ｇ・ウルマー）（国立フィルム
センター）
 7）
（1929/30）（未公開）
「ビリー・ワイルダーのドラマトゥルギーの一つ，堂々めぐり，元の木
阿弥というスタイル，『失われた週末』のスタイルがちゃんとここにあ
る。Wieder, Alltag。そして Man wartet auf Sonntag。不良少年たちがど
こかから金をうまく引き出して適当に楽しみながら作っている感じ。い
い気なもんだという感じがしないでもない。葛藤というものがおよそ
なくて，同棲中の二人にしても冒頭のいさかいも，Wolf が「それでよ
くやってられるな」というくらい，すでに日常となっていて，目をつ
り上げてのそれではない。だいいち彼（運転手）はちゃんとその女（ア
ニー）に，出がけに行先をいって，あとで来るようにいい，おまけに途
中で Tel までしている。おもしろいのはこの女がずっと寝っぱなしとい
うことだ。これはつまり夜の仕事をやっているということか？　マヌカ
ンといっていた。KddS 8）によるとクリステルがマヌカンになっている
が，クリステル（動物園駅でヴォルフに声を掛けられる女）は，大部屋女優
となっていたようだ。ヴォルフらは結局来週はサッカーに行こうぜ，と
いいあって，女たちとした約束はすっぽかすようだ。といって二人は特
別不良というわけではないらしい。仕事もちゃんとやっている。ただ遊
びの対象にはおぼれないという「モラル」がある風なのだが，一方女た
ちの方は，そうなるとどうも分が悪い。女たちには嫉妬が介在している。
友達を連れて来るという用心もある。女のライターが一人加わっていた
ら，この「何もおこらない」ストーリーはもっと劇的になっていたかも。
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日曜すらすでに「日常的」なのだ。スナップ写真のシーンがいい。水辺
のピクニックで，ストーリーとは関係なしに，カメラを構えている人が
いて，その前に次々と人が立ってポーズをとり，それがスナップ写真と
して固定される。このフィルムの流れへの，無名者のささやかな抵抗，
顔たち。」
⑦同年 4月30日（月）『喜びなき街』（Die freudlose Gasse）（ドイツ映画）（監
督G.W.パープスト）（ドイツ文化会館）
 9）
（1925）（1928）
⑧同年 5月 1日（火）『淪落の女の日記』（Tagebuch einer Verlorenen）（ドイ
ツ映画）（監督G.W.パープスト）（ドイツ文化会館）（1929）（1929）
「『喜びなき街』だが，はじめスライドで出演者が長々と一人ずつ出るの
で，こりゃ映写ミスかと思っていると，いきなりフランス語のタイトル
ときた。以後スライド字幕はほとんどずれるか不完全かで，KddS のス
トーリーを読んでいてよかった。冒頭はアスタ・ニールセン親子がメル
ヒオール街をとぼとぼとやって来るシーン（サウンド版だから，以前西武
提供でやったガルボ特集の音楽みたいで―あれほどひどくはないが―うるさ
いことこの上ない）。それから一方でガルボの一家。こちらも医者が来て，
肉を食わせなさいみたいなことをいって出て行く。アスタ・ニールセン
の方は，片足の父親が暴君で肉屋に並んでこい―一方肉屋はヴェル
ナー・クラウスで，これが大きな犬を連れた町の暴君。一方社交場では，
株の操作による金もうけの相談。その秘書みたいな男がニールセンの元
の恋人。で，彼は社会の流れにさおをさした男として，社交界の女たち
のお相手を進んでつとめている。ある夫人と密会の約束。「ひげをつけ
ていらっしゃればいい」ということで，やはりメルヒオール街にある売
春宿，ホテル・メルケル（表向きは洋服屋）へみんなが集まる。社会の縮
図にこの町をしてしまったところに話として無理がある。金持ち連がわ
ざわざこんな場末の売春宿に来るというのは，元々大したやからではな
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いか，それとも変態かだろう。（このご都合主義は『淪落～』においていか
んなく発揮されている―パープストにとって『淪落～』はルイーズ・ブルック
スとあとは男たちの変態的な眼差しを描けばよかったのであろうように，ここで
もガルボの落ちていくさま―美→艶への変化―と洋服屋の裏部屋の売春宿と
いう「のぞき部屋」的変態趣味が描くにたるものだったか？　売春宿は彼にとっ
ては女たちの部屋として市民権を得ているようなおもむきがある。『淪落～』の
あの女主人の立派さ）。で，ニールセンが恋人と密会していた夫人を殺す
という事件があって，彼女はその罪を彼になすり付ける（この解決篇＝
告白篇は『心の不思議』の解決篇のように，のちに字幕で説明される）。一方ガ
ルボの方は父親が株の売買でだまされて，部屋をアメリカ軍人にかさね
ばならなくなり，さらに窮乏してくる。その前にニールセンら，メルヒ
オール街の女たちがヴェルナー・クラウスの肉屋に肉を分けてもらう
シーンがある。このシーンでクラウスは女たちに何かを要求しているは
ずだと思うが，カットされているのか？　しかしニールセンは肉をもら
わずおびえるばかりで，逃げてしまう。そのあと洋服屋へ行くわけだ。
ただ，ニールセンはかなり年増の，男に捨てられたぐずな貧民娘として
は悪くないが，その肉づきはたしかに不健康そうでいいが，それにして
は南アメリカの富豪に気に入られたり，売春宿にすんなり入ってしまう
のは，これまたご都合主義。間借りした米兵の食料を妹が盗んだり，一
時金が入ってコートを買いかえたのが縁で洋服屋へ行ってみたりして，
しまいには，米兵も出て行くことになって，彼女はホテル・メルケルへ
行って，あわやというところを，丁度ホテルに来て飲んでいた件の米兵
にすくわれるというご都合主義。（ここで彼は彼女をみそこなったというよ
うなことをいって腹を立てたりというどあほなまねをしているが，父親がその
誤解をとくというよけいなつくりごとめいたさわりもある。）「足」は，ヴェル
ナー・クラウスが地下の部屋から女を見るシーン。そして『淪落～』で
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は矯正施設でベッドの上で日記を広げているところへ，女主人ヴァレス
カ・ゲルトがやってきたときの，話し相手のエリカの足。『淪落～』は
ルイーズ・ブルックスのモードの映画なのだが（白→黒→水着→制服→貴
婦人→社交女性等々），しかし今の目でみれば，ブルックスよりエリカの
役のエディト・マイ
マ マ
ハルトの方が美人に見えるし，さらに，冒頭で自殺
してしまう，薬剤師マイネルト（フリッツ・ラスプ）にやはりだまされた
らしいエリーザベトのシ
マ マ
ビル・シュミッツの方が美しい。ブルックスに
はドイツの女優に見られる優雅がかけらもなく，ただのヤンキー娘。『パ
ンドラの箱』のときとは全然違って，がっかりした。」
ヴァレスカ・ゲルトの出演映画は記録によれば他にまだ 7作ある。 2作
がサイレント劇映画，シェイクスピアの『真夏の夜の夢』（1924/25）と，
エーヴェルス原作の『アルラウネ』（1927）， 3作が短編劇映画，英国の電
話公社の広報劇映画『ペットとポット』（1934）と，唯一の主演作フラン
スのホラー映画『グッド・レディ』（1966）と，実験映画『青いマドロス
たちのたらしこみ』（1975）， 1作はファスビンダーの TV 映画『 8時間は
1日ではない』（1972）の 1エピソード，残る 1作は彼女自身を扱った中
編ドキュメンタリー映画『ただ楽しみのため，ただ遊びのため―万華鏡
ヴァレスカ・ゲルト』（1977）である。このうちいつでも見ることが出来
るのはDVDやブルーレイで出ている『ペットとポット』とファスビンダー
作品のみで，あとは非常にまれであろうシネマテークでの上映の機会を狙
うしかない
 10）
。
ところで，筆者は今年までヴァレスカ・ゲルトという存在を全く気にも
留めることなく，忘れきっていた。ただ驚いたのは，今回40年ほど経って
はじめて日記で確認してみたら，一度だけその名が言及されていたこと，
そしてはじめての記述が「不美人の見本といっていい」ということばだっ
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たことだ。この表現は実は彼女に対するまことに的を射たそれであるかも
しれなかったのである。
今年の正月に，読み飛ばすつもりで彼女の自伝『私は魔女―わが人生
の万華鏡』
 11）
を読んで，はじめてこの「不美人」な「女優」と思っていた
女性が，まことに華麗にして過激な生涯を送って来たユダヤ人女性だとわ
かって，その生涯にもっと立ち入ってみたいと思った。そしてそれを短期
間のうちにまとめてみたのが本稿である。
上記の日記によれば，彼女の作品との筆者の最初の出会いは，巨匠フェ
デリコ・フェリーニの有名な『魂のジュリエッタ』である。筆者はこの映
画は完全に眠ってしまった。しかし今回 DVD で再見して，これこそ彼女
の「芸」のエキスだと確認できた。作品もはじめて自分なりに理解できた。
ここでの彼女の役は，死者の世界をさまよう主人公が出会うマエストロと
いう導師の役である。どうもあの世の世界の住民らしく，かつまたマエス
トロなのだから男性なのである。それはつまりこの役は，この世の人間で
もあの世の住人でも，男でも女でもいいわけで，ヴァレスカ・ゲルトがこ
の映画に配役された意味は，まさにそこにあったのだろう。フェリーニは
以前彼女のもう一つの自伝『ニューヨークの乞食バー』
 12）
を送られて，興
味を示している。「あなたのご本をイタリア語に訳させました。とっても
感動しましてこれを映画にしたい気にさせられました
 13）
。 でもグリニッジ
ヴィレッジの人々や雰囲気を調べる時間がありません
 14）
。」これが1958年。
映画出演が1965年。直接の出演のきっかけは彼女が彼女の歌も収録され
たレコードを送ったことらしいが
 15）
，彼のアンテナには彼女の名がずっと
引っかかっていたのだろう。
ところで他の 7作品の彼女の記憶も，筆者の記憶のフィルモグラフィー
からは完全に消えていた。DVD 化されていない⑤を除いて今回見直さな
ければならなかった。
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2 ．ヴァレスカ・ゲルトの四つの自伝
ヴァレスカ・ゲルト（1892-1978）はその86年の生涯で 4冊の自伝を出
版している。次の作品である。⑴『わが道』（Mein Weg, Leipzig 1931）
 16）
⑵『ニューヨークの乞食バー』（Die Bettlerbar von New York, Berlin 1950）
⑶『私は魔女―わが人生の万華鏡』（Ich bin eine Hexe. Kaleidoskop meines 
Lebens, München 1968）
 17）
⑷『カムペンの猫』（Katze von Kampen, Percha 1973）。
それぞれかなり重複する部分があり，⑵ と ⑶ などはほぼ同じだが，⑵ 
には戦後ヨーロッパへ帰還してからの部分が当然だが欠けている。⑷ は
思い出すまま自由に書かれたもののようである。また ⑵ には舌足らずな
ところがあって，普通に読んでいくと意味がわからないところがかなりあ
るが，それは ⑶ によってわかるようにされている。⑶ は仏訳が出ている。
またおおよその感じで言うと，⑴ は絶頂期に書かれているので「芸術家」
としての気負いが多少あるようである。⑵ と ⑶ は亡命後のキャバレー主
宰者としての面が表に出ていて，「芸人」の部分が勝って来ている感じが
ある。バーの開店や営業に関わる様々な折衝・裁判等が個性的に描かれて
いる。ちなみに「芸術家」と「芸人」はドイツ語では同じ単語（Künstler/
Künstlerin）なので，全体の流れの中から読み取っていくしかない。（文中
の括弧内の数字 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ はこの 4作品のこと。次の数字は注に記載している使用
した版のページのこと。）
3 ．生 い 立 ち
ヴァレスカ・ゲルト，本名ゲルトルート・ヴァレスカ・ザーモシュ
（Gertrud Valeska Samosch）は1892年 1 月11日，ベルリンで，ともにポーラ
ンド系ユダヤ人の両親の長女として生まれた。父テーオドール（Theodor）
は1852年ブレスラウ生まれ，母アウグスタ（Augusta）は1864年ベルリン生
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まれ。父親は当初は「ツァーデ・アンド・ファルケ（Zade und Falke）」と
いう「フラワー・アンド・フェザー工場」を経営していて
 18）
，成功を収め
つつあった中流の実業家だったらしい。しかし第一次世界大戦の勃発で事
業拡大に失敗し，「一からはじめ」なければならなくなり，セールスマン
になる。幼いころの彼女の思い出は，仕事中心の暴君的父親への距離感と，
優しく大人しくいつも縫物をしていて，本や芝居にも興味を持っている母
親への親近感で彩られている。後年おそらくまだぶらぶら遊びまわってい
たらしい頃の彼女が，すでに事業に失敗していた父親に，「お前も仕事に
就け」と言われて，友人の店の事務員になると，母は気の毒がったという。
（⑵ 93）
親戚のことがざっと触れられている。母方の祖父母及び伯父夫妻もベル
リンに住み，よく会っていた。祖父は「なにか服の製造と関わっていたに
違いない。」「ときどき彼は祖母に向ってポーランド語を口にしていた。」
（⑵ 88）祖母は素朴なお人好しのお婆さんという感じ。伯父は銀行家でマ
クス・ローゼンタール（Max Rosenthal）といい「金持ちで，一族の誇り」（⑵ 
89）だった。ただ自伝の記述は新興成金を描くような冷やかさがある。の
ちに株で失敗して没落し，その死後の妻子を不幸が襲う
 19）
。ただ一つ注目
しておきたいのは母方の一族が金曜日に集っていたということである。彼
女の家庭自体はクリスマスやイースターも祝う家庭だったらしいが，一方
で母と一緒にシナゴーグへ行き，そのあとは「祖父母のところへ行く。断
食が終わり，食べ物がたっぷり出る。」（⑵ 84）家庭内で伝統的なユダヤの
儀式が行われていた様子はないが，ベルリンに住む母の一族の集いの中に
はその名残りがあったようだ。「ごちそう」と「宗教」が結びつく子供時
代の幸福感がうかがえる。一方父方は「はるかに上品」（⑶ 24）だったせ
いか，新興成金めいたいかがわしさの記述はない。祖父はブレスラウの
著名な書店主だった。父の「お気に入りの妹」（⑶ 24）だった叔母マリー
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（Marie）はブレスラウの酒造工場の支配人と結婚していたが，幸福な晩年
ではなかったようだ。子供たちが波乱の人生を送る
 20）
。他の姉妹グステ
（Guste）とナターリエ（Natalie）は教師をしていた。（⑶ 24）筆者の推測に
すぎないが，伯父と父との同じポーランド系ユダヤ人実業家としての付き
合いから，父母の結婚となったのだろう。そしておそらく商売上の結びつ
きはずっと続いていたのではないか。娘の描く父の母に対する冷たさは，
伯父への父の依存関係を類推させる。
　 2年後（1894）弟ハンス（Hans）が生まれる。病弱で彼女の記述ではど
こか存在感が希薄である。決して愛情が感じられないわけではないが，生
命力に溢れた強い彼女（実はそうならざるを得なかったいうことが彼女の自伝
の記述からうかがえ，それが彼女の人生のテーマでもあるのだが）の記述の中で
は，弟の細かな感情まで入り込む余地はなかった感じがある。後年彼は妻
と一緒に，パリ経由で姉に続いてアメリカ合衆国に移り住み，ニューヨー
クでは仕事が見つけにくいということで，テキサスへ行き，保険の外交員
からはじめて，やがて成功をおさめ（⑶ 75f.），その地で心臓発作のため妻
を残して死ぬ
 21）
。（⑶ 177f.）
4 ．ヴァレスカ・ゲルト未満
「母はダンスが情熱的に好きだった。『ワルツの女王』と呼ばれていた。」
「動きが綺麗になる講座に通いなさい」と，「オペラハウスのバレエの先生
だったツォルン氏（Herr Zorn）のところへ連れて行った。」（⑵ 82）これが
7歳のとき。一番年少で一番上手だった。この冬のバレエ教室の慈善公演
が初舞台だったと言われている。（⑴ 7）ただしその後ダンスのレッスンが
どうなったかの記述はない。自伝が書かれたときの彼女の Künstlerin とし
ての在り方にとっては，学生時代のフラッパー的な不良めいた生活の記述
の方がしっくりくるのかもしれない。つまり自伝の記述はかなり露悪的
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で，女友だちを虐めたり，男の子をからかったり，学校をさぼったりだが，
とりたてて問題児というわけでもなさそうだ。
あるころから「目立つ服装をするようになった。」「私の衣装は白か，燃
えるような赤か，オレンジ色か，完全な黒かだった。そして仕立ては常に
エキセントリックだった。黒い帽子を目深に被っていた。口と顎は編目が
密なヴェールの下に隠した。真っ白にお化粧して，唇は真っ赤に塗った。
どこか人を落ち着かなくさせるような雰囲気だった。『悪徳のポスター』
だった。」（⑵ 90）「行くところどこでも声をかけられた。私の歩き方は不
敵で挑戦的だった。そんな歩き方は舞台のもので，自分の仕事がわかって
いる売春婦のものだ。私はそれを知らなかった。」「一日に10人から12人の
男の人とデートの約束をした。人生は短い。あっという間に死ななくては
ならない。ならば，この世にある間は，たくさんの人生を生きたい。男性
ごとに私は別の女性だった。母であり，恋人であり，ガールフレンドであ
り，子供だった。私は悪い女，無邪気な女，いやにお高くとまった女，い
やに控えめな女を演じた。晩に帰宅したときは，緊張が解けて幸せな気分
になった。」「でも指一本触れさせなかった。彼らは私の観客であり，共演
者だったのであり，それ以上のものではなかった。しかしそのことを当時
の私は意識していなかった。わかっていたのは，自分は悪いことはしてい
ないということだった，ただそれだけだった。」（⑵ 90f.）
自伝では書かれている事柄と年齢との関係が大雑把で正確にはわからな
い。おおよその区分は「子
キ ン ト
供時
ハ イ ト
代」「ギ
バックフィッシュ
ャルの時代」「大
フ ラ ウ
人の時代」だが，
以上の時代はおおよそ「ギャルの時代」に当たる。きっかけは転校である
と言われている。優等生だったのだが，「これは都合がいい。もういい子
ぶる必要はない。立派なお行儀のいい生徒でいたくはない」と思い，「身
内に沸き上るもの」があった。（⑵ 85）わくわくしてしまったらしい。「お
行儀のいい」辺りなら「転落の始まり」とでも言うのかもしれないが，町
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の娼婦とか物乞いといった町の片隅のそのまた片隅に存在している人々に
目が行ってしまう彼女にとっては生き始めたということだろう。ダンスが
まさにこういう彼女のエネルギーを発散させてくれるものだったのだろう
か。
5．ヴァレスカ・ゲルト誕生と生成
自伝の記述ではあれよあれよという間にプロになってしまう。その過程
をまとめるとこうなる。
①　弟ハンスのガールフレンドの姉ディッタ（Ditta）に舞台に立つ仕事を
してはどうかと言われ，どうすればいいかを聞くと
 22）
，自分の歌の
レッスンの先生であるグレンツェバハ（Grenzebach）に聞いてみると
言ってくれる。つまり発端は，アルバイト生活で半ばふらふらしてい
たところ，何気なく勧められたといった感じだが（⑵ 97），経済的理
由の方が大きかったのかもしれない。（⑶ 29）
②　グレンツェバハは「ドイツ座」（Deutsches Theater）の文
ドラマトゥルク
芸係アルトゥ
ル・カハーネ（Arthur Kahane）（1872-1932）を紹介してくれる。
③　カハーネの前で踊って見せるが，カハーネは「なんで女優の方にしな
いの」（⑵ 98）と言って有名な俳優アレクサンダー・モイッシ（Alexander 
Moissi）夫人マリーア・モイッシ（Maria Moissi）を紹介してくれる。
④　カハーネに言われたセリフを暗記して大熱演をしてみせる。モイッシ
夫人が自分の演劇研修所で半額でレッスンをしてくれることになる。
（⑵ 99）
⑤　ミュンヘンのダンサーのリータ・ザケット（Rita Sacchetto）（1880-
1959）のベルリン公演のダンサーに生徒を貸してくれるように頼まれ
たモイッシ夫人が，彼女を推薦する。
　「ホールは満員だった。たくさんの人々のひそひそ話を興奮状態で
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聞いていた。大きな壇が二つのライトでギラギラ照らされていた。背
景は黒いカーテンで，その前で女の子たちが，水色とピンクの衣装で
可愛らしい動きをしておずおずと足を上げていた。アニータ・ベル
バーが，『ディアーナ』と『バラ』を踊った。私はこの甘っちょろい
ものをぶち壊す喜びに燃えていた。私はオレンジ色のブルマーを穿い
ていた。のりのりで舞台裏から飛び出していった。稽古のときは穏や
かかつ上品にやっていた同じ動きを，このときはワイルドに誇張し
た。大股で舞台を嵐のように横切って行った。両腕は大振り子のよう
にぶらぶら揺らされ，両手は伸ばされ，顔は歪められ，ざまあ見ろと
いったような顔になった。それから甘ったるい踊りとなった。」「観客
は快感のあまり呻き声をもらしていた。しかし次の瞬間また平手打ち
を食らわされた。」「私がざまあ見ろ顔をして去ると，観客は爆発し
た。荒れ狂い口笛を吹き鳴らした。モダン風刺ダンスの誕生だった。」
（⑵ 101f.）1916年 2 月，24歳のときのこと。
⑥　早速翌日ウーファの映画館の幕間に呼ばれてソロダンスとデュエット
ダンス
 23）
を披露。「毎晩狂気の絶頂のようなスキャンダルが生じた。」
「人々は怒鳴り，手を叩き，野放図になってわれわれに向って物を投
げた。」「私にとって騒ぎというものは生きる要素だった。私は人々の
心を動かしたかった。彼らが怒鳴れば怒鳴るほど，私は大胆になって
行った。すべての限界を超えて行きたかった。私の顔は仮面へと変貌
し，リズムは大音声となり，ついにモーターのように足を踏み鳴らし
た。」（⑶ 32）
⑦　 9月には，おそらくモイッシ夫人の仲介で，ミュンヘン小劇場
（Münchener Kammerspiele）の総監督オットー・ファルケンベルク（Otto 
Falkenberg）（1873-1947）の眼鏡にかない 1年契約でミュンヘンに移り
住む。小さな役しか付かないため，マチネーでダンスをやらせてもら
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う。
⑧　翌1917年カハーネにドイツ座のマクス・ラインハルト（Max Reinhardt）
（1873-1943）を紹介してもらい，ミュンヘンよりは大きな役をもらえ
るようになるが，「前衛劇のエキセントリックな役」（⑵ 107）が多かっ
た。
⑨　敗戦と革命とインフレの時代に入り，彼女はダンスで，「これまでに
なかったもの」を，「誕生と愛と死」を「飾り気なしのありのままの
形で」（⑵ 108）表現しようと思う。後年有名な映画『会議は踊る』の
監督となるエリック・シャレル（Erik Charell）（1894-1974）がダンスの
共演を望み，彼がお膳立てをして，一緒にブカレストに巡業に赴き，
成功を収める。そのためシャレルはもっと一緒に続けることを望む
が，「際物的」で好きになれず，「同じ契約を長く続けたくない」とい
う気持ちもあってベルリンへ戻る。（⑶ 37）1918年のことである。
⑩　戦後は舞台ではもっぱら，センセーショナルな「社会批判的」なソロ
の「グロテスクダンサー」として，ベルリンで一時代を築く。1933
年ナチスが政権を取るまでの間，ヴァレスカ・ゲルトはベルリンの
芸術シーンの一角を大きく占めることになる。ブレヒトが『醜い女」
（Ein häßliches Mädchen）という映画を一緒に撮ろうとして脚本に至ら
なかったり（⑶ 46），その舞台『赤いレヴュー』（Rote Revue）に出演
して踊ったり，ソヴィエトへ招かれて，エイゼンシュテインに絶賛さ
れ，すれ違いの恋愛関係になったりもする
 24）
。この流れの中に1924年
の『真夏の夜の夢』
 25）
以降の映画出演もある。ダンスと演劇の相関に
ついてはこう書かれている。「芝居をやると，ダンスがものすごくや
りたくなり，ダンスをやると芝居がものすごくやりたくなる。」そし
てそういう葛藤があった結果「二つを集約しようという考え」が生ま
れる。（⑶ 39）
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6 ．彼女のダンス
彼女の「ダンス」ないし「パントマイム」はほとんど写真でしか残って
いない。映像資料としては，一つは，ブレヒトの1928年に上演された「教
育劇」（Lehrstück）の背景映像として，ロッテ・ライニガーの夫カール・
コッホ（Carl Koch）（1892-1963）が撮影したダンス「死」があるが，残っ
ているかはわからない。もう一つは1925年に女性写真家ズーゼ・ビューク
（Suse Byk）（1890?-1960?）が撮ったものだが，わずかの例外を除いて，ほ
とんど見ることは不可能だ
 26）
。
しかし彼女自身の記述では下記のようなものである。
例えば「下種」という作品―「挑戦的にお尻を揺らして，黒いスカー
トをひょいと持ち上げて，長い黒のストッキングとピンクの靴下止めの上
の白いお肉を一瞬見せる。私の動きはふわっとしていていやらしい。ハイ
ヒールを履いて，白い顔はほぼ完全に黒のふさふさ髪に覆われている。首
を深々と沈める。顔面が，どぎつい赤さの唇のところまで，首をゆるく囲
んでいた赤い襟の中に消える。それからゆっくりとくずおれるように跪い
ていく。膝を開き，体を深く沈めていく。毒蜘蛛に刺されたように，突如
痙攣して，ぴくっと体を起こす。体を揺する。それから体は弛緩する。痙
攣が解けて穏やかな跳躍に変わる。跳躍はとてもふんわりとなり，ますま
す短くなっていく。興奮が引いていく。最後にもう一度ぴぴっと動くと，
再び地上の人になっている。私はどういうことをやられたか？　私は食い
物にされた。私はひどい目に遭わされた。私がお金を手に入れなければな
らないからだ。嘆かわしい世界！　唾を吐き出すように軽蔑を込めて右
に一歩，左に一歩，それから足を引き摺りつつ消えていく。」（⑵ 111，113）
これを彼女は「そうは意識していなかったものの，はじめての社会批判的
ダンス・パントマイムだった」と言う。（⑶ 39）
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例えば「死」という作品―「私が不動で壇上に立っている。私の身体
はピンと緊張している。両手がゆっくりと拳を作る。両肩が縮こまり，両
目が閉ざされる。顔が苦痛で歪む。苦痛が耐えがたくなり，口が開かれて
音のない叫びとなる。首を後ろに反らす。両肩・両腕・両手・全身が痙攣
する。全力で抗う。無意味だ。硬直する。数秒間不動で立つ。苦痛の柱。
それから諦める。生気がゆっくりと私の体から抜けていく。非常にゆっく
りと体の緊張が解けていく。苦痛が抜け落ちていく。口が柔和になってい
く。両手の緊張がほどける。両肩の緊張が緩む。両腕がだらりとなる。顔
がぬぺっとしてくる。非常に穏やかになっている。ほとんど生きていない。
私は観客席の人々の硬直を感じている。彼らを慰めようとする。私の顔に
生気の名残がスライドしてくる。すでにはるか遠くから微笑みが一つ訪れ
る。その微笑みが沈む。両頬が崩れる。首が下に垂れる。人形の首。命が
すべて消えた。私は死んだ。死の静寂。誰も息をしていない。白いライト
がめらめら燃えている。私は死者だ。」（⑵ 113f.）
例えば「競馬」という作品―「上半身はジョッキーのそれのように
蹲った格好。鞭を打って舞台をギャロップで走る。フィニッシュ直前でテ
ンポを倍にする。見立ての馬の脇腹を荒々しく鞭打つ。私の体はその首に
ピタリと重なっている。私は優勝しなければならない。客は大きな声で私
に拍車をかける。拍手。叫び。私は疾走する。一番でゴールを駆け抜ける。」
（⑵ 118）
「慌ただしく走って行く人たち，走って来る人たち，雑踏，車，交通整
理の巡査」をダンスにしたものが「交通」（⑷ 53），「いくつかの墓石，二
つのパセティックな動き，苦痛に満ちた叫び声」で作られた「古代悲劇」。
こういった「身振りと音声のドッキング」を彼女は「音
トーン・
声ダ
タ ン ツ
ンス」と呼ぶ。
（⑷ 53）歌舞伎から触発されたかのような「日本風グロテスク」とか「日
本風パントマイム」という作品もあって，スナップショットでよく見かけ
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るが，作られた動機や背景は不明である。
7．三つの町・七つのキャバレー・二人の夫と
その他のボーイフレンドたち
ヴァレスカ・ゲルトの生涯の頂点は⑩のベルリン時代だが，その全生涯
を自伝を通して考えてみると，いくつかの区分が可能となる。まずお気に
入りの土地で区切ると，似た地形を持つ三つの町が浮かび上がってくる。
①へーリングスドルフ（Heringsdorf）②プロヴィンスタウン（Provincetown）
③カムペン（Kampen）。①は子供時代，休暇で行くことを楽しみしていた，
バルト海に臨む干潟の町。②はニューヨークの暑さを逃れて避難したボス
トンの先の岬の一番先端の町。③はドイツ最北端ジュルト島の小さな町。
それぞれ一方で生活の場ないし活動の場として対になる町が存在する。①
はもちろん居住地であるベルリン，②はやはり居住地としてのニューヨー
ク，③はもう一つの住まいがあったベルリン。ダンスと芝居を往還してい
たように，棲家も常に往還していた。
ニューヨークへの移住以後，生活のためというよりも，自分の空間を
保持しようとするかのように，住むところには必ずナイトクラブという
かナイトパブというかキャバレーというかカバレットというか，つまり
「パフォーマンス空間」を作ろうとしている。亡命前のベルリンでは①「う
すのろ」（Kohlkopf）（1932）, ニューヨークでは②「乞食バー」（Beggerbar）
（1941-1945），プロヴィンスタウンでは③「ヴァレスカス」（Valeska’s）
（1946），1949年にベルリンへ戻る前に一時滞在したスイスでは④「カフェ・
ヴァレスカとそのキッチンスタッフ」（Café Valeska und ihr Küchenpersonal）
（1948），ベルリンでは⑤「ヴァレスカにて」（Bei Valeska）（1949-1950）と⑥
「魔女のキッチン」（Hexenküche）（1950-1956），カムペンでは⑦「山羊の家
畜小屋」（Ziegenstall）（1951-1978）。
20世紀を生きたユダヤ系ドイツ人芸人ヴァレスカ・ゲルトの生涯
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自伝 ⑵ では②と③の開店から閉店に至る過程がつぶさに描かれている。
自伝 ⑶ では④から⑦までの店についても書かれている。いずれの店も，
単なる生活手段なのではなく，もっぱら自身のパフォーマンス空間であり
かつ人間観察の場であるといった趣である。開店及び閉店にまつわる障害
や妨害の記述においてすら，泣き言や恨み節となってもよさそうなエピ
ソードでも実にからっとしていて，人間観察・社会観察を楽しんでいる感
がある。もっともそれは彼女の人生のすべてに言えるようで，亡命という
事態も実にあっさりとしている。彼女の自伝の流れは，映画のシーンのそ
れのようにしてイメージされているのではないかと思われる節もある。店
のデザインは，普通のナイトクラブやナイトパブとは違うイメージで自ら
手掛ける。「乞食バー」とあるように廃品を利用したり，「きれい」である
ことより「変わっている」ことを優先する。「魔女のキッチン」とあるよ
うに，「もてなし」の場というよりも，「挑発」の場であり，「快適な空間」
では断じてなくて，むしろ「異形の空間」である。もっとも筆者は実物を
見たわけではないので，自伝の記述とわずかに残っている「魔女のキッチ
ン」と「山羊の家畜小屋」の写真からの想像にすぎないが。
また彼女が集めて来る芸人たちも，「ひと癖もふた癖もある」といった
ある種の能力を感じさせるものではなく，むしろ芸の上でも人間的にもど
こか，あるいは全く，半端だったり，ずぶの素人だったり，場合によって
は盗みも裏切りも平気な人間だったりする。ただ，そういう人間たちにあ
きれたり，彼らをバカにしたりしながらも，必ずしも糾弾したり，非難し
たりしている感じはない。しかしながら，鷹揚に許しているわけでもなく，
それが人間的だというようなステレオタイプのヒューマニズムで片づけて
いるわけでもない。何に対しても正面向いて対峙しているという潔さみた
いなものが感じられる。ここでは店とそこで出会うおもしろい人々につい
ての引用は割愛する。桁外れで引用のしようがない
 27）
。
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ヴァレスカ・ゲルトは二度結婚している。しかし彼女の結婚はいずれも
「偶然」としか言いようのない一つの事態，あるいは人間関係の一つの形
であるにすぎないようなのである。最初の夫ヘルムート・フォン・クラウ
ゼ（Helmuth von Krause）（生没年不詳）
 28）
との出会いは，ウーファの映画館
での公演後の楽屋である。彼が訪ねてきて控えめな興味を示し，それが彼
女には気に入った。サンスクリットを学ぶ学生で（⑵ 102），父は司法省の
秘書官。 2年後の1918年結婚。舅は当初彼女に会おうとしなかったが，の
ちには息子を許して，彼女とは「いい友達になった。」（⑵ 107）結婚した
もののお互いに干渉しあうこともなくそれぞれの生活を送っていく。彼女
はその間に何人かの男性と友だちになる。ミュンヘンでは彼女のダンス
に曲をつけてくれた作曲家と，ベルリンでは ⑵ では「詩人」とあるだけ
で名は伏せられているが，⑶ では「俳優」アーリベルト・ヴェッシャー
（Alibert Wäscher）（1895-1961）と実名が明かされている男性と。のちに舞
台や映画で有名となる俳優の貧しい駆け出し時代である。事実上は二人と
も彼女の夫であり，友だちであり，相談相手であったようだが，次第に
「ヴェッシャーがやめろと言わなかったことは，夫のヘルムートがやめろ
と言った」（⑶ 51）というように，煩わしくもなっていくようだ。ナチス
が政権を取るとドイツ国内での公演ができなくなり，ロンドン公演が多く
なる。ユダヤ人があからさまに差別・迫害されはじめると，二人との関係
もぎくしゃくしてきて，ヘルムートはバイエルンのアマン湖畔に逼塞して
「落ち着きがなくなり，不安がって」（⑶ 65）ついに離婚となる（1935年）。
ヴェッシャーにも迷惑をかけている感じがしてきて距離を置くようにな
る。ロンドン滞在中，また彼女の楽屋に若いイギリス人が来て彼女を絶賛
し，自分に公演をプロデュースさせてくれと言い，それを実行してくれる。
（⑶ 67）ロビン・ヘイ・アンダーソン（Robin Hay Anderson）（生没年不詳）と
いう名の，無名だが，国歌の演奏にも立とうとしない反骨の作家・ジャー
20世紀を生きたユダヤ系ドイツ人芸人ヴァレスカ・ゲルトの生涯
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ナリストで，当然のように仲良くなる。もっとも ⑶ においてはジャック
（Jack），⑷ においてはルパート（Rupert）という仮名になっている。その
後，後述する外国公演の際のインタヴュー記事に関する面倒なことなどが
あり，絶望的になって元夫を訪ねると，彼はロビンとの結婚を勧める。「そ
うすればイギリスの身分証が手に入る」だろうというのだ。ロンドンでロ
ビンに「私と結婚する気ある？」と聞くと「もちろんさ」と答えてくれる。
「彼は私と私の芸（術）を愛してくれていた。」（⑶ 70）彼はまだ20歳そこ
そこの良家の御曹司でゲイだったようだ。（⑷ 57，⑶ 70）彼女が1938年に
ドイツを後にしたとき，彼女は，おそらく主観的には二人の夫をヨーロッ
パに残してきていたのかもしれない。
ニューヨークの暑さを逃れて一息ついていたプロヴィンスタウンの海辺
で偶然個別に何人かの若者と，知り合いになる。一人は潑溂とした劇作家
志望のエリック・コッチャー（Erik Kocher），自伝 ⑵ と ⑶ ではアーヴィン
グ（Irving）と仮名になっているが，彼はアルバイトの口を見つけてくれ，
ニューヨークに戻っても何かと相談に乗ってくれる。アメリカでの彼女の
ボーイフレンドであり，場合によっては夫がわりと言っていいのかもし
れない
 29）
。一人はパリの劇場で彼女のダンスを見ていたという「小さくて
可愛らしいブリュネットの」マイロン（Myron）という男性
 30）
で，「詩人
の心を持った芸術に魅せられている宣伝マン」（⑶ 19）だった。彼の紹介
で当地のショーパブに紹介してもらい，大成功を収める。⑵ によればそ
の客の一人が，⑷ によれば，彼女が当地で絵画教室のヌードモデルのア
ルバイトをしているとき，その生徒の一人の友人であったまだブレイク前
のテネシー・ウィリアムスが，店のショーに出演していた彼女を見て気に
入って，ニューヨークに自分の店を開けばと言われ，それが「乞食バー」
の開店へとつながっていく
 31）
。
夫たちとは，ヨーロッパへ帰るころもそれぞれ連絡を取り合っている
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が，ヘルムートは相変わらずの隠遁生活で，「ドイツは現代世界にもは
や向かないがゆえに，本能的に自殺を行ったのだ」（⑶ 151）という手紙
をよこす。ロビンは「修道院に入ったがすぐに追い出され」（⑶ 163f.），
「ヴァチカンラジオ放送の仕事」（⑶ 155）をしているという噂が耳に入る。
ヴェッシャーも含めて，いずれも自分のことで手いっぱいで，彼女の帰国
は迷惑といった感じらしい。もちろんはじめからさして当てにはしていな
かっただろう。チューリヒでキャバレーを開いて苦労した後（⑶ 160ff.），
ドイツに入国出来る機会を待って，というよりもいろいろと手を打ち，
チャレンジして，ついに「ベルリン封鎖」中のベルリンに足を踏み入れる
ことができた。（⑶ 162ff.）一方，ヘルムートが「1931/32年に彼女のため
に建てていたカムペンの休暇用の住まい」
 32）
は，戦争中はナチス党員一家
が住んでいて，出て行ったあとは荒れ放題になっていたが，役所との折衝
のごたごたを経て結局そこを改造して「山羊の家畜小屋」を開業する。ベ
ルリンの「魔女のキッチン」の開業とこちらの開業はほぼ同時進行だった
ようだ。つまりニューヨークの「乞食バー」とプロヴィンスタウンの「ヴァ
レスカス」の仕切り直しである。そして最後に残ったのはカムペンの店
だった。
しかしすべてのひな型は戦争前のベルリンの「うすのろ」にあるようだ。
このときもジーロ（Silo）という若者に自分が全部お膳立てするからやっ
てみないかと誘われたのを受けて，「かつてのメルセデスの販売店」だっ
たところを見つけて改造し，舞台も楽屋も客席もトイレも狭い空間にご
ちゃごちゃと組み立てて，壁も舞台も黒にして，「些か悲しげで」「棺」み
たいな奇妙な空間を出現させる。（⑶ 61）そしてすでにここでもジーロに
売り上げを持ち逃げされるという盗みと裏切りがあり，ノーギャラの出演
者たちの勝手放題というアナーキーが現出し，これが人気を呼ぶ。「これ
までに存在したもっとも風変わりなキャバレー」（⑶ 64）だった。戦後の
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「魔女のキッチン」は帰国後出演した大劇場に違和感を感じて「乞食バー」
的なものをベルリンにも作りたいと思ったことかららしいが，カムペンに
も店を開くという考えは，カムペンで，避暑に来ていた文化人の一人著名
俳優のボーレスラフ・バルロク（Boleslaw Barlog）に，「なぜニューヨーク
みたいな店を開かないの」と言われ，さらに作家のエルンスト・フォン・
ザーロモン（Ernst von Salomon）に後押しされたためだった。店は小さく，
不均衡で，ごてごてしていて，芸人は選ばず，プロでも素人でも新人でも
構わない。アナーキーな空気が醸し出せさえすればよかった。コンセプト
はニューヨークの「乞食バー」の再現。客の入りも評判も気にせず，自分
の感性を裏切りさえしなければいいのだった。
8．ユダヤ人として
ヴァレスカ・ゲルトが1920年代のベルリンで著名な異端ダンサーとなっ
ていくことと，彼女がユダヤ人であることを殊更関連付ける必要はない
と思われる。一族は完全に社会に同化していたようだ。1933年以後のナ
チスによる「合法的な」ユダヤ人迫害によってはじめて生活が一変する。
自伝 ⑶ にそれは詳しい。劇場出演が出来なくなったのみならず，劇場に
は「ユダヤ人入場禁止」の掲示があり，観客としてすら入れなくなる。夫
のヘルムートとの結婚生活は非合法になってしまい，ヘルムートは神経を
すり減らす。ボーイフレンドのヴェッシャーとの付き合いにも影が差して
くる。例えばある日一緒にレストランに行ったとき，「他の客に背を向け
て」座っていたところ，「ウェーターが紙切れを持ってきたので」，「彼の
顔が蒼白になった。ひょっとしたら店主が私に店を出て行くように書いて
よこしたのかもしれない」と思った。「しかしそれはただサインのお願い
にすぎなかった。」（⑶ 66）また彼が夜間しか彼女のところへ来ないことか
ら，彼は昼間は隣近所の誰かに見られて通報されゲシュタポに連行される
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のではないかと恐れているのだろうと彼女は推測する。ロンドン公演の
際，ジャーナリストたちにドイツの現状を聞かれて，知っていることを話
して，すぐにドイツへ帰国するのだから，公にはしないように頼んでおい
たのに，名前と写真付きで，「クーアフュルステンダムにはユダヤ人の死
体が横たわっている」といったような話してもいないことが載ってしまっ
たとき，慌てて伝手を頼ってナチス高官の「新聞がときどきそういうこと
を書くということは知っている。帰って来て構わない」というお墨付きを
取り付けてはじめて帰国したらしい。（⑶ 68）またあるときクーアフュル
ステンダムを歩いていると，見知らぬ男が近づいてきて，「あなた気は確
かですか？『永遠のユダヤ人』展にあなたの写真が出てますよ」と教えて
くれて，さらに「逃げた方がいいですよ」と忠告してくれる。ハンガリー
公演の際にも，ロンドンと同じようなことが起こる。そこでは「もう二度
と再びドイツへは帰れない」と言ったことになっていた。（⑶ 70）ロンド
ン，パリ，ニューヨークの旅公演，その合間のベルリンとカムペンという
形で，なんとかナチスの存在から目を背けていたようだが，パリで偶然出
会った人物の紹介と斡旋で，1938年12月ニューヨークへ一人向かうことに
なる。ぎりぎりの脱出だったと言えるのではないだろうか。
ニューヨークでのエピソードで印象深いのは，「乞食バー」に拳銃強盗
が押し入って，その犯人を彼女が警察と協力して執拗に探し回り，ついに
逮捕に至るというもの。探索中に警察官が彼女に，「あんたユダヤ人じゃ
ないのか？」と聞くので，何故聞くのかと聞き返すと，彼は「あんたみた
いに勇気のあるユダヤ人はいないからさ」と答える。彼女は「マカバイの
人々のこと聞いたことないでしょ？」と再び聞き返してから言う，ユダヤ
人でも「戦ったのよ」と。（⑵ 57）いくつもある彼女の武勇伝の一つだが，
ユダヤ人であることを自身の属性の一つと見てはいるようだ。
しかし戦後ドイツへ帰国して，「ナチスの犠牲者」としての補償が認め
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られず，国を相手取って裁判に訴えて敗訴する。理由は「私はイギリス
人である，ゆえに私の身にはドイツでは何も生じてはいない」というこ
とだった。（⑶ 174）「ヴァレスカ・ベン・ゲルトとなって戻らなかったの
は愚かだった」と最晩年に珍しく自嘲している（⑷ 76）。まだナチスの断
罪がドイツ国内では及び腰であったころ，「魔女のキッチン」の出し物と
して，ブーヘンヴァルトの恐怖の女看守イルゼ・コッホ（Ilse Koch）を演
じて自作の歌を歌う。「お客がショックを受けて出ていく」（⑶ 172f.）ほど
だった。
母の没年は1929年とわかっている。父の没年はわからないが，その死
に触れてはいる。おそらく1910年代後半ではなかったか。つまりともに
ナチスの犠牲にならずに済んでいる。身近の犠牲者として自伝に名が挙
げられているのは，日増しに募るナチスの怒号に耐えられなくなりガス自
殺をする，母方なのか父方なのかは書かれていないが，おばツィルヒェン
（Cilchen）とその息子で歯科医のエーリヒ（Erich）（⑶ 65），そしてアウシュ
ヴィッツで殺されたリリィ（Lilly）と不具の体にされてテレジンから帰還
したエルゼ（Else）という二人の学友のみである。（⑶ 152）
9 ．終　　　焉
1978年の死亡の日は定かではない。 3月15日から18日の間，「おそらく
16日」と言われている
 33）
。「 3月18日に，いつもは一般閲覧用の新聞を読
んでいるヴァレスカ・ゲルトが 4日前からもう姿を見せていないので，心
配」した「近所の人と知人たちが」「警察の立ち合いのもとドアを押し開
けた」結果，すでに死亡している彼女が発見される。いわゆる孤独死。身
内のいない彼女は遺言で，「山羊の家畜小屋」は死後10年最後のスタッフ
によって続けてもらい，そのあとは「貧しい女性ダンサーと女優のための
保養地としてドイツ演劇人組合に譲渡される」としていたが，相続人と
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して指定していた彼女のファンだった人物は，建物を取り壊してしまっ
た
 34）
。最後も嘘と裏切りで締めくくられる。彼女にとっては高笑いの結末
か。
1977年に彼女のドキュメンタリーを撮ったフォルカー・シュレーンドル
フは，2008年に出版された自伝の中ではそのドキュメンタリー映画につい
ては一言も触れていない。『とどめの一発』に出演することになったのは
彼女をテレビで見たカメラマンの推薦によること，モノクロ映画なのに
「白塗りの化粧と青と紫のアイシャドー」で来たので，そういうと，「あな
たが何を撮ろうと私にはどうでもいいの！　私の役にはこの化粧が必要な
の」と言い放ったこと，そして彼女のことを聞いたとき「まだ生きていた
なんて信じられなかった」
 35）
ことしか語られていないが，『ブリキの太鼓』
にかかっているときに，原作者ギュンター・グラスの勧めで，撮影日誌を
つけていて，それを採録した部分で，彼女の死のことに触れている。
「 4月 5日。
ヴァレスカ・ゲルトが死んだ。私にとって彼女の生涯は，われわれの
中に時代精神というものがどれほどまでに現れ出るものか，われわれ
の成長とわれわれの才能がどれほどまでに社会に依存しているかの一
例である。ヴァレスカには，20年代のさあこれからだといった感じ
のダイナミズムが刻み込まれている。すでに1917年から。それから，
1933のナチスの権力奪取のときに，彼女は不具同然となったが，戦後，
アメリカから戻って新たな始まりを期待したとき，そこにあったのは
鉛の50年代だった！　ヴァレスカ・ゲルトは―野蛮芸術―ドイツ 
の芸術だ，ジムプリツィシムス，ブリューゲルであり，表現主義ではな
く，リアリズムだ。グロテスクで非合理的で，自然主義に囲い込まれ
てはいない。彼女も『ブリキの太鼓』にピッタリの人だったろう
 36）
。」
20世紀を生きたユダヤ系ドイツ人芸人ヴァレスカ・ゲルトの生涯
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自伝 ⑵ のヴァレスカ自身のことばはこうである。「私に子供はいない。
私のダンスは全世界のダンサーに影響を与えた。彼らはそれを知らない。
私は生きる。たとえ死んでも。だからこの本を書いた。ひょっとしたら，
私がもう再び塵となってしまっているときに，これを読む人がいるかもし
れない。ひょっとしたらその人は私のことをわかってくれるかもしれない。
そしてひょっとしたら私のことを愛してくれるかもしれない。」（⑵ 207）
彼女の人生はそのまま遺書でもあったのではないだろうか。
現在その名は，ベルリンのイースト・サイド・ギャレリー近くの小さな
小さな通りの名として，辛うじて生き延びている。
 2017.3.28 擱筆
注
 1） 冒頭にはどうかと思ったが，日記そのものを抜粋してみた。これだけ年
数が経っていると結構記録的意味合いも出てくるかと思い，あえて書き写
してみた。またヴァレスカ・ゲルトという特異な存在をどう描くか，何か
違った趣向が必要にも思えたためでもある。全く原文通りなので，記憶違
いや字句の不統一も散見される。明らかな間違いは「ママ」とルビを付し
ている。ヴァレスカ・ゲルトに関わるところだけ，今回下線を施した。映
画そのものは⑤以外は現在は DVD ないしブルーレイが，場合によっては修
復された長尺版ないし完全版としても出ているので，今では誰でも簡単に
もっときれいな映像で見ることが出来る。
 2） 鑑賞年月日と観賞した場所も記している。①だけは一般の劇場なので，
2本立である。最後の二つの括弧内の数字が製作年と日本での一般上映（こ
の場合一般上映とは，正式に配給会社が買い付けて，一般の映画館で封切
された場合を指す）の有無ないしその年。
 3） 「土曜特集・戦前の音楽映画」での上映。
 4） 「監督研究ジャン・ルノアール」（1980.2.13-3.4）での上映。日記には感
想の記述はない。
 5） 「フォルカー・シュレーンドルフ回顧展」（1981.3.23-4.4）での上映。
 6） 「ドイツの映画史・社会批判的リアリズム映画（1925-1932）」での上映
― 106 ―
JICS86_01-04_079-110_Y04_Iizuka_CS6.indd   106 2017/09/15   5:28
（日程不明）。
 7） 「1920年代のドイツ映画―表現主義と新即物主義の間｣（1984.4.16-4.28）
での上映。
 8） Ilona Brennicke/Joe Hembus: Klassiker des deutschen Stummfilms 1910-
1930, München 1983　のこと。 
 9） ⑦と⑧は「ドイツ映画大回顧展」（1984.3.5-12.2.）での上映。
10） 『真夏の夜の夢』（Ein Sommernachtstraum）は監督ハンス・ノイマンで，
字幕をクラーブントが書いている。パックの役。『アルラウネ』（Alraune）
は『プラークの大学生』で知られているヘンリク・ガレーン監督で，ブリ
ギッテ・ヘルム主演，『ペットとポット』（Pett and Pott）は監督アルベル
ト・カヴァルカンティで，彼女は悪玉の女中役。『女優ナナ』の役の変奏と
言った感じ。唯一の主演作で，オーバーハウゼン短編映画祭で上映された
ピエール・フィリップ監督の『グッド・レディ』（La Bonne Dame）は下宿
人の学生たちを殺してはその血を啜る吸血鬼の役で，撮影は満身創痍で大
変だったようだが，かなり気に入った役と作品であったようだ。ただ「面
白いシーンがすべてカットされて，残ったのはスチール写真の集合体だっ
た」らしい。（⑶ 180）ファスビンダーのテレビ映画『 8時間は 1日ではな
い』（Acht Stunden sind kein Tag）は彼女のキャラクターに合わない小さな
役。『青いマドロスたちのたらしこみ』（Die Betörung der blauen Matrosen）
は実験映画作家ウルリーケ・オッティンガーとタベーア・ブルーメンシャ
インの共同監督作で，「死にかけている老いた鳥」のパフォーマンスを演
じ た ら し い（Vgl. Wolfgang Müller: Valeska Gert. Ästhetik der Präsenzen, 
Berlin 2010, S. 61.）。最後の出演作となった『ただ楽しみのため，ただ遊
びのため―万華鏡ヴァレスカ・ゲルト』（Nur zum Spaß, nur zum Spiel-
Kaleidoskop Valeska Gert）はフォルカー・シュレーンドルフの作品で，こ
れもオーバーハウゼン短編映画祭で上映され，翌年テレビで放映されてい
るらしい。
11） Valeska Gert: Ich bin eine Hexe. Kaleidoskop meines Lebens, Hamburg 1　
978, Rowohlt Taschenbuch Ausgabe.
12） Valeska Gert: Die Bettlerbar von New York, Göttingen 2002, L.S.D.Ausgabe.
13） 原文はおそらく英語で，下線部は英語のまま引用されている部分。
14） Valeska Gert: Katze von Kampen, Percha 1974, S. 82. 及びFrank-Manuel 
Peter: Valeska Gert. Tänzerin,  Schauspielerin, Kabarettistin, Berlin 1978, 
S. 115.
15） Valeska Gert: Ich bin eine Hexe, S. 178.
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16） 使用テキストは Wolfgang Müller の前掲書に巻末付録として復刻されたも
のを使用。
17） ベルリンの前衛画廊主イェス・ペーターゼン（Jes Petersen）（1936-
2006）がゴーストライターを務めたと言われている。Vgl. Wolfgang Müller: 
a.a.O., S. 33.
18） これがどんな種類の工場かは不明である。また Zade und Falke という名
もどこから来ているのか，そもそも実在したのかも不明である。ちなみに
Adolf Zade（1880-1949）と Friedrich Falke（1871-1948）という名はともに
農学ないし育種学の分野で出て来るので，「フラワー・アンド・フェザー」
というのは現在のアクセサリー関係のことばというより文字通り実際の「花
と羽毛」を扱っていたのではないかとも感じられる。
19） 生命保険が手に入った妻のエリィ（Elly）は，そうとは知らず金目当てら
しい男と再婚をするため，その前に娘の結婚を急ぎ，その娘は出産の不手
際で18歳で死亡し，息子も義父に追い出されて，美男子だったため金持ち
令嬢に見初められ結婚生活に入るが，飽きられると追い出されてしまった
という。もちろん未亡人の財産も再婚相手に食い物にされる（⑵ 103）。
20） 長男のゲオルク（Georg）は「軍隊で社会主義のプロパガンダを行って，
見つかって，投獄されるはずだった」が，「ロンドンへ逃れ，それから東京
へ行き，タカタ機械工場のエンジニアになる。」その妹のヘーデル（Hedel）
は恋愛関係のごたごたで精神病院に入りそこで死ぬ。（⑶ 26）注19のエピ
ソードもこのエピソードも，裏付けはない。
21） 死亡年はわからない。彼女は戦後帰国したベルリンでハンスの妻からの
死亡通知の手紙を受け取るのだが，「何年もたってはじめて終わりまで読
むことが出来た。とても愛情あふれる手紙だった。そして私が気弱すぎて
これを最後まで読めなかったことを深く後悔した。義妹はいったいどこに
いるのだろう。彼女にぜひ手紙を書きたいのだが。14年遅すぎるけれど。」
（⑶ 178）おそらく手紙は書かれなかったのだろう。„Valeska Gert“の著者
Frank-Manuel Peter 氏はテキサスの彼女（Betty Samosch）と何らかの連
絡が取れたようだが，この手紙については何も触れていない（同書109ペー
ジ）。
22） ⑴ では勧めたのは「親戚のもの」となっている。
23） 相手は画家エーリヒ・ヘッケル（Erich Heckel）（1883-1970）夫人ジー
ディ・リーハ（Sidi Riha）（1891-1982）。
24） 会った回数は少なかったと思われるが，馬が合ったというか，互いに惹
かれるものがあったらしい。ヴァレスカは友人に宛ててこう書く。「私はエ
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イゼンシュテインを愛しているけど，彼は女性を愛さない。カメラマンし
か愛していない。」一方エイゼンシュテインの方は「私はヴァレスカを愛
している，私は彼女を尊敬している」と言い，手遅れにならないように急
いで彼女に花束を届けてくれるように，友人に頼んでいる。（Vgl. Frank-
Manuel Peter: a.a.O., S. 48f.）ただし，ヴァレスカは，『戦艦ポチョムキン』
を見た後，エイゼンシュテインが自分の映画作りは農作業や鉛管工事と同
じだと書いている文章を読んで，それでもなんらかの「直観」が関わって
いるはずだと，反論を彼に書き送っている。（Vgl. ebenda, S. 58f.）また自
伝 ⑵ は「彼の目の前で話せなかったことを話すために」書いたのだと告白
している。（⑷ 49）
25） Frank-Manuel Peter: a.a.O., S. 47.
26） 彼女によるとコピーが二つあって，一つはエイゼンシュテインが興味を示
して借りて行ったままになって，その後どうなったかわからない。もう一
つはニューヨークモダンアート美術館が買って，あるとき彼女がそれを上
映するために借りていたところ，置き場所がわからなくなってしまい，結
局二つともなくなった。（⑶ 64）しかしニューヨークの方は彼女の勘違いら
しく，まだ保存されていて，シュレーンドルフによって彼女のドキュメン
タリー映画が作られる際に同館で発見されたらしい。（Vgl. Frank Manuel-
Peter: a.a.O., S. 112.）また2010年製作の TV ドキュメンタリー・コラージュ
『キャバレー・ベルリン―狂乱の舞台 1919-1933』（Cabaret Berlin-Die wilde 
Bühne 1919-1933）（監督 Fabienne Rousso-Lenoir）に彼女の「取り持ち
女」とおそらく「下種」からの一部と思われるパフォーマンスが登場する。
Vimeo のサイトで見ることができる（https://vimeo.com/81314874）。また
最晩年にゲストの一人として出演したドイツ WDR テレビのトークショー
番組『晩が耽れば耽るほど』（Je später der Abend）（1975.11.19放送）も
YouTube にアップロードされていて，「ベイビー」を顔と声で再現してみせ
ている。
27） 今回試みに ⑵ の自伝の全訳を作ってみて，なおさらその感を強くした。
本当は ⑶ の方が語られている範囲は広く，わかりやすくもあるのだが，注
17に記したような事情があれば，やはり「自伝」の訳としては，⑵ の方が
よかったかもしれないと思っている。
28） サンスクリットに加えて哲学と医学を学び，医者となる。若いころ一時
ゲオルゲ派に属していて，カール・ヴォルフスケールと親しかった。ナチ
ス入党を拒んだことで，戦争中は苦しい生活を送ったらしい。（vgl. Frank-
Manuel Peter: a.a.O., S. 111.）
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29） 彼が徴兵されたとき，彼女はもう会えないかもしれないと，取るものも
取り敢えず兵舎へ駆けつけて，ひと悶着ある。自伝 ⑵ ではそれにまるごと
1 章 4ページが（⑵ 150-153），⑶ では約 2ページ（⑶ 121-123）が費やさ
れている。
30） 詳細は不明。
31） ⑷ では彼は「現代のジュルト島の元祖」とまで言われる。（⑷ 102，107）
32） Frank-Manuel Peter: a.a.O., S. 72.
33） Ebenda, S. 129.
34） Ebenda, S. 106f.
35） Volker Schlöndorff: Licht, Schatten und Bewegung. Mein Leben und meine 
Filme, 2011 München (dtv-Ausgabe), S. 237f.
36） Ebenda, S. 254.
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